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１.全学部出身県

日本国内の学生数は2468名であり、出身県の上位5地域は、岐阜県、愛知県、大阪府、 沖縄県、兵庫県である。

47都道府県全地域から学生が集結している。
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２.学部留学生

全留学生数は89名であり、上位5地域は、ベトナム、中国、タイ、台湾、インドネシアである。

主に東アジア地域からの学生を招致している。



表 学部別出身地域

1位 2位 3位 4位 5位

法学部 岐阜県 172 沖縄県 49 愛知県 41 三重県 9 富山県 8

経営学部 岐阜県 274 ベトナム 61 沖縄県 23 愛知県 22 北海道ほか 12

保健医療学部看護学科 岐阜県 306 愛知県 39 滋賀県 9 北海道 5 静岡県 3

保健医療学部健康スポーツ科学科 岐阜県 114 沖縄県 43 愛知県 36 大阪府 26 福岡県 21

歯学部 愛知県 146 大阪府 140 岐阜県 112 兵庫県 74 京都府 42

３. 学部別出身地域

学部ごとの出身地域では、各学部の特徴がみられた。

法学部は、岐阜県、沖縄県、愛知県、三重県、富山県出身の学生が多い。東海三県と隣県の富山県以外では、

沖縄県の学生が多いのが特徴である。

経営学部は、岐阜県、ベトナム、沖縄県、愛知県、北海道などの学生が多い。特にベトナムからの学生が多い

のが他学部との違いである。

保健康医療学部看護学科は、岐阜県、愛知県、滋賀県、北海道、静岡県の学生が多い。圧倒的に岐阜県の

割合が高く、地元に根差した学科である。

保健康医療学部健康スポーツ学科は、岐阜県、沖縄県、愛知県、大阪府、福岡県の出身者が多い。他の学部

と比べ九州沖縄地域の学生が多いのが特徴である。

歯学部は、愛知県、大阪府、岐阜県、兵庫県、京都府の出身者が多い。他学部と比べて、岐阜県以外の関西

圏から人気が高いことが伺える。
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４. 過去３年間の在籍人数（留学生含む）の動向

2019年から2020年にかけて、学生数は2571人から、2694人に増加しているが、2020年から2021年にかけて

2694人から2557人へと減少した。

５. 学部別の過去３年間の在籍人数（留学生含む）の動向

法学部は2019年から2021年にかけて371人から420人へ増加し、2021年にかけて374人へと減少した。

経営学部は2019年から2021年にかけて495人から561人へ増加し、2021年にかけて523人へと減少した。

看護学科は2019年から2021年にかけて356人から376人へ増加し、2021年にかけて370人へと減少した。

健康スポーツ学科は、2019年から2021年にかけて388人から491人へ増加し、2021年にかけて470人へと減少した。

歯学部は、2019年が851人、2020年が842人、2021年が817人と漸減している。


